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平成２８年８月１３日（土）午後１時３０分〜４時３０分
大阪大学中之島センター講義室

1. 化学療法中のAT/RT乳児例
大阪市立総合医療センター　小児血液腫瘍科　奥廣有喜

2. 診断に苦慮した後頭部の先天性巨大黒色腫瘍の一例
大阪府立母子保健総合医療センター脳神経外科　千葉泰良

3. 稀少症例 Choroid plexus carcinoma に対する治療戦略
　　　ー対照的な転帰となった二症例からー
奈良県立医科大学　脳神経外科　朴　永銖

4. 18歳の髄芽腫再々発症例に対する治療方針に関して
奈良県立以下大学　小児科　越智聡史

5. 脳幹グリオーマの1例
大阪医科大学　小児科　井上彰子

6. 脊髄腫瘍の再発例
大阪医科大学　小児科　井上彰子

7. BRAF変異を認め緩和医療を行ったepithelioid glioblastomaの13歳男子
北野病院　小児科　塩田光隆

8. GemPox療法を実施した２回目再発germinomaの１例
大阪市立総合医療センター　小児血液腫瘍科　石井裕子

9. 星細胞腫合併成人ランゲルハンス組織球症例
大阪大学病院　小児科　宮村能子
